
【全体運】フットワークが軽くなりそう。学ぶ喜びを味わえるときなので、セミナーなどに参加してみて。ご近所散策も幸運
【健康運】疲れをため込まない工夫を。睡眠が大事
【幸運を呼ぶ食べ物】車エビ

双子座　5/21～6/21

ほ
う
れ
ん
草
に
つ
い
て

　

今
月
の
ア
グ
リ
情
報
で
は
、
管
内
生

産
者
の
多
く
の
方
が
秋
冬
作
付
け
さ
れ

て
い
る
ほ
う
れ
ん
草
に
つ
い
て
の
情
報

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
８

月
の
下
旬
頃
か
ら
10
月
に
か
け
て
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
の
種
を
購
入
さ
れ
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
下

さ
い
。

近
年
販
売
さ
れ
た
品
種

　

と
う
か
つ
中
央
管
内
で
は
、
株
式
会

社
サ
カ
タ
の
タ
ネ
か
ら
販
売
さ
れ
て
い

る
種
子
を
数
多
く
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
同
社
か
ら
新
品
種
が
販
売
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
ゴ
ー
ド
ン
」

・
秋
冬
ま
き
用　

暖
冬
・
厳
冬
で
も
適

度
な
伸
長
性
の
多
収
型
品
種　

①
べ
と
病
Ｒ
1
〜
9
、
11
〜
16
に
抵
抗

性
。

②
濃
緑
色
、
平
滑
な
広
葉
で
、
葉
先
が

や
や
と
が
り
、
浅
く
欠
刻
が
入
る
。

③
立
性
で
葉
の
絡
み
が
少
な
く
、
葉
軸

が
し
な
や
か
で
外
葉
が
と
れ
や
す
い

た
め
、
収
穫
作
業
性
が
優
れ
る
。

④
葉
枚
数
が
多
く
株
が
充
実
す
る
た
め
、

収
量
性
が
高
い
。

⑤
比
較
的
低
温
伸
長
性
が
あ
る
た
め
、

一
般
地
・
暖
地
、
露
地
の
9
月
中
旬

〜
10
月
上
旬
ま
き
、
ハ
ウ
ス
・
ト
ン

ネ
ル
の
10
月
上
旬
〜
10
月
下
旬
ま
き

に
特
に
適
す
る
。

「
ド
ン
キ
ー
」

・
極
濃
緑
の
秋
〜
早
春
ま
き
用　

適
応

性
が
広
い
多
収
型
品
種

①
べ
と
病
Ｒ
1
〜
11
、
13
、
15
、
16
に

抵
抗
性
。

②
極
濃
緑
で
光
沢
が
強
い
。
平
滑
な
広

葉
で
葉
先
が
や
や
と
が
り
、
浅
く
欠

刻
が
入
る
。

③
立
性
で
隣
の
株
と
の
葉
の
絡
み
が
少

な
く
、
軸
折
れ
も
し
に
く
い
の
で
、

収
穫
作
業
性
が
非
常
に
優
れ
る
。

④
葉
枚
数
が
非
常
に
多
く
な
る
た
め
、

収
量
性
が
高
い
。

⑤
中
生
ク
ラ
ス
の
生
育
速
度
で
あ
る
一

方
、
在
圃
性
が
高
く
、
と
り
遅
れ
の

恐
れ
が
少
な
い
。

⑥
一
般
地
・
暖
地
の
9
月
中
旬
〜
10
月

上
旬
、
1
〜
3
月
上
旬
ま
き
に
特
に

適
す
る
。

「
ハ
イ
ド
ン
」

・
早
春
・
秋
ま
き
用　

在
圃
性
・
収
量

性
が
優
れ
た
多
収
型
品
種

①
べ
と
病
Ｒ
1
〜
11
、
13
、
15
、
16
に

抵
抗
性
が
あ
る
。

②
濃
緑
、
平
滑
な
広
葉
で
、
葉
先
が
や

や
と
が
り
、
浅
く
欠
刻
が
入
る
。

③
立
性
で
隣
の
株
と
の
葉
の
絡
み
が
少

な
く
、
軸
折
れ
も
し
に
く
い
の
で
、

収
穫
作
業
性
が
非
常
に
優
れ
る
。

④
葉
枚
数
が
多
く
葉
軸
が
太
く
な
る
た

め
、
収
量
性
が
高
い
。

⑤
中
生
ク
ラ
ス
の
生
育
速
度
で
あ
る
一

方
、
在
圃
性
が
高
く
と
り
遅
れ
の
恐

れ
が
少
な
い
。

⑥
一
般
地
・
暖
地
の
1
〜
3
月
中
旬
ま

き
お
よ
び
9
月
中
旬
〜
10
月
上
旬
ま

き
に
適
す
る
。

【全体運】物事が遅々として進まず、焦りが生じがち。慌てず、じっくり取り組んで。気分転換には絵画鑑賞がお勧め
【健康運】冷たい物、甘い物の取り過ぎに注意
【幸運を呼ぶ食べ物】昆布

蟹座　6/22～7/22

主
な
病
害
虫

『
べ
と
病
』

・
特
徴

　

葉
の
表
面
に
葉
白
色
・
小
斑
点
の
病

斑
を
生
じ
、
の
ち
に
葉
の
大
部
分
が
淡

黄
色
と
な
っ
て
枯
死
乾
燥
す
る
。

・
対
策

　

べ
と
病
は
10
月
下
旬
以
降
発
生
し
や

す
い
の
で
、
抵
抗
性
品
種
を
利
用
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
べ
と
病
の
レ

ー
ス
は
分
化
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
、

多
く
の
レ
ー
ス
に
抵
抗
性
を
有
す
る
新

し
い
品
種
を
作
付
け
す
る
と
い
い
で
し

ょ
う
。
薬
剤
で
対
応
す
る
場
合
は
、
播

種
前
の
粒
剤
処
理
と
し
て
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
粒
剤
、
本
葉
２
〜
３
枚
時
か
ら
の
予

防
薬
剤
と
し
て
ラ
ン
マ
ン
Ｆ
Ｌ
、
ア
リ

エ
ッ
テ
ィ
水
和
を
使
用
す
る
こ
と
が
一

般
的
で
す
。

『
ア
ブ
ラ
ム
シ
』

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
は
、
ウ
イ
ル
ス
病
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
早
期
の
防

除
が
必
須
に
な
り
ま
す
。
播
種
時
に
粒

剤
処
理
と
し
て
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
１
粒
剤

や
ダ
ン
ト
ツ
粒
剤
等
を
使
用
し
て
下
さ

い
。
農
薬
散
布
は
モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水

溶
剤
や
リ
ー
フ
ガ
ー
ド
顆
粒
水
和
剤
等

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

『
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ
ニ
』

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ
ニ
の

防
除
は
、
土
壌
消
毒
剤
と
し
て
バ
ス
ア

ミ
ド
微
粒
剤
、
播
種
前
に
土
壌
混
和
剤

と
し
て
フ
ォ
ー
ス
粒
剤
を
使
用
し
て
下

さ
い
。
農
薬
散
布
は
２
葉
期
ま
で
は
コ

テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
そ
れ
以
降
は
ア
フ

ァ
ー
ム
乳
剤
や
カ
ス
ケ
ー
ド
乳
剤
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。
農
薬
散
布
は
、
早
期

防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

農
薬
は
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

容
器
な
ど
に
記
載
さ
れ
た
農
薬
ラ
ベ

ル
の
内
容
に
従
っ
て
正
し
く
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
農
薬
系
統
の
使
用
回
数
に

注
意
し
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防
除
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

※
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
２
０
１

９
年
６
月
30
日
現
在
に
な
り
ま
す
。

ハイドン栽培暦（早秋～秋まき）

ゴードン栽培暦（秋冬まき）

ドンキー栽培暦（秋～早春まき）

サカタのタネホームページより

サカタのタネホームページより

サカタのタネホームページより

農
業
振
興
課

老
川
京
佑

農
業
振
興
課




